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市の人口と世帯　77,732人（前月比△54人）　男38,509人　女39,223人　世帯数 30,277世帯   【７月１日現在】

  そとの保育園でのカブト虫とクワガタ虫の相撲大会

主な内容

● 石岡市職員採用試験　　　　　　　　  Ｐ６
　
● 臨時福祉給付金を支給します　　　　   　　      Ｐ９
　　   　              
● 生涯現役プラチナ応援事業　
　 プラチナ協賛店募集　　　　　　　　   P16

● マイナンバー制度　10月から　　　　 P18

特集
石岡市は合併 10周年を
迎えます



気 

運
の
醸
成

　

合
併
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
周
知
し

気
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
懸
垂
幕

や
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、
市
内
公
共

施
設
な
ど
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

平
成
17
年
10
月
１
日
、
旧
石
岡

市
と
旧
八
郷
町
が
合
併
し
、
新
・
石

岡
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
、
合

併
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
郷

土
愛
を
育
む
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、
今
年
度

は
10
周
年
を
記
念
し
た
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日時／ 10月３日（土）午前 10時から
会場／石岡運動公園体育館（雨天決行）
参加者／市内在住の各種障害者手帳をお持ちの人など
※参加を希望する人は、８月 28日（金）までにご連絡く
ださい。
ボランティア／市内在住の人（先着）
主催／石岡市・石岡市障がい者スポーツ大会実行委員会
■問い合わせ　社会福祉課　23-1111（内線 157）

「市民憲章」を制定しています
　「市民憲章」は、市民共通の行動規範となるものであり、
まちづくりのための行動目標を示すものです。
　市民の皆さんのまちづくりに対する愛情を醸成し「まち
づくり」への関心がわき出るものでなければなりません。
　策定にあたっては「中学生でも理解でき、心地よく耳に
入ってくる」ものを、明日を担う若い世代の力である市内
中学生とともに進めています。

10 月１日を
　　　「市民の日」に！
　市民の皆さんが、ふるさ
と石岡に誇りと愛着を持て
るよう「市民の日」の制定
を進めています。また「市
民の日」にふさわしい取り
組みも検討していきます。

※画像はイメージです

？？
？

石
岡
市
は 

合
併
10
周
年
を 

迎
え
ま
す

ふるさと大使

　市の魅力を発信し、知名
度とイメージアップのた
め、石岡ふるさと大使を委
嘱し、記念式典でお披露目
する予定です。

▲ボビーオロゴン氏は、午後０
時 30分から行うアトラクショ
ン第２部からの参加

広報いしおか８月１日号  №２３６　　２



記 

念
式
典
を
開
催

　

10
月
４
日
（
日
）、
石
岡
市
民
会

館
で
記
念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。
市

民
憲
章
や
市
の
公
認
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
市
民
の
歌
な
ど
を

発
表
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ふ
る

さ
と
大
使
の
委
嘱
も
行
う
予
定
で

す
。

■
石
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■
（
仮
称
）
石
岡
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
お
宝
発
見
ツ
ア
ー

■
総
合
防
災
訓
練

■
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
11
月
と
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
３
月
13
日

（
日
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

■
「
市
民
の
昭
和
」
写
真
展

■
小
林
恒
岳
特
別
展

■
生
涯
現
役
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
消
防
出
初
式

※
詳
し
く
は
７
月
１
日
号
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

10 
周
年
記
念

　
　
　実
施
予
定
イ
ベ
ン
ト

実 

施
し
た
イ
ベ
ン
ト

　

合
併
10
周
年
を
前
に
実
施
し
た
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
広
報
い
し
お

か
表
紙
絵
展
は
、
市
民
協
働
の
一
環

と
し
て
継
続
し
て
き
た
石
岡
ま
ち
づ

く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
Ⅲ
提
供
の
広
報
紙

の
表
紙
絵
か
ら
、
10
年
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
歴
史
や
観
光
な
ど
市
の

魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

石岡市障がい者スポーツ大会に
　　　　　　　　「ボビーオロゴン氏」が参加
　今年は合併 10周年記念大会とし、タレントで格闘家
の「ボビーオロゴン氏」を招き開催します。当日は、参
加施設などによるバザーも開催され、午後から行われる
玉手箱競技へは障害者手帳の有無にかかわらず一般参加
（当日先着受付 50 人限定）もできます。ぜひ、ご参加
ください。
　また、一般ボランティアも募集しています。

◀▶まちなかの旧
近清書店を利用
し、6月８日から
19 日 ま で の 12
日間開催。延べ
1,200 人が来場し
ました。

◀▼懸垂幕は市役
所と支所に、のぼ
り旗は市内公共施
設などを中心に掲
示しています。

　市民の歌は、詞に含めたい皆さ
んの「言葉と石岡市への想い」を
7月 10 日まで募集し、制作して
います。
　作詞・作曲はシンガーソングラ
イター「大島花子」氏に依頼を進
めています。
　大島氏は、市内施設への訪問や
市ゆかりの曲「ここで君をまって
るよ」を制作するなど、市への見
識も深く、子どもからお年寄りま
で、あらゆる世代が口ずさめるよ
うな曲づくりを行っています。
　市民の皆さんの記憶に残るよ
う、記念式典でお披露目を予定し
ています。

大島花子プロフィール
2003 年、父坂本九の「見上げ
てごらん夜の星を」でデビュー。
2009 年２月、男児出産後は、母
として、女性としての視点に立っ
た活動を開始。

「市民の歌」の作詞・作曲を大島花子氏に依頼

市公認
マスコットキャラクター
　新たな観光 PRに向けた取り組
みの一つとして、市の公認キャラ
クターを制作しています。発表は、
記念式典を予定しています。

10 周年記念誌を作成

　市民協働の一環として継続してきた広
報紙の表紙絵を使用し、10 年を振り返
るとともに、市の歴
史や観光のＰＲとな
る画集を作成してい
ます。

３　　広報いしおか８月１日号  №２３６

̶ 特集　石岡市は合併１０周年を迎えます̶



10　年　　の　軌　跡

平成17年10月1日
新「石岡市」

がスタート

■合併式典開催
■公園の里親制度開始
■合併記念石岡市中学
　生議会開催
■石岡市デマンドタク
　シー試行運転
■菖蒲沢薬師古道整備
　完了

■国道 355 号石岡岩間バイパス
　東成井～笠間市市野谷開通
■いしおかフィルムコミッション
　がスタート
■やさと中央保育所がスタート
■市内公共施設 15 か所に赤ちゃ
　んの駅を設置
■ドクターヘリ運航がスタート
■全国初・BRT（バス高速輸送　
　システム）開通
■バス専用道開通記念ウォーキン
　グ大会開催
■東小新校舎完成
■児童クラブを小学 6年生まで
　拡大

■県道石岡筑西線バイパス（下
　林）開通
■東日本大震災発生
■石岡小美玉スマート IC 開通
■岩間八郷線全線開通
■城南駐在所が開所
■市役所の一部が仮設庁舎へ移転

■乗合いタクシー（乗合いタウンメイ
　ト）市内全域で運行開始
■新・石岡学校給食センター稼働
■ねんりんピック茨城 2007 開催

平成18年平成19年

◀中学生議会開催▲新・石岡学校給食センター稼働

平成22年平成23年

▲いしおかフィルムコミッションがスタート

▲東日本大震災発生

▲石岡小美玉
スマート IC 開通

広報いしおか８月１日号  №２３６　　４



市民の皆さんとともに歩んだ

10　年　　の　軌　跡

■県道石岡つくば線のバ
　イパス全線開通
■ゆりの郷リニューアル
　オープン
■朝日トンネル開通

■八郷中学校開校
■県フラワーパーク結婚
　式サービスがスタート
■常陸国風土記 1300 年
　記念イベント開催
■恋瀬川左岸堤道路が開通

■『石岡の地酒』で乾杯を推進する
　条例が成立
■茨城大学人文学部と地域連携協定
　を結ぶ
■石岡地方斎場移転
■地域振興に関する協定を結ぶ（市・
　市観光協会・筑波銀行・JTB 関東）
■本館（仮設庁舎）で業務スタート
■ふるさとづくり寄附２億円突破

■太田古道整備完了
■市役所の窓口を水曜日は午後
　7 時まで延長
■病後児保育室「さくらんぼ」
　がスタート
■国民文化祭いばらき 2008 開催
■朝日里山学校が開校

■総合窓口がスタート
■景観基本計画を策定
■東光台交番が開所
■Ｋ－マルシェがスタート

平成20年平成21年

▲朝日里山学校が開校

▲市役所の窓口を水曜日は午後７時まで延長▲Ｋ－マルシェがスタート

▲朝日里山学校が開校

平成24年平成25年平成26年

▲朝日トンネル開通

▲『石岡の地酒』で乾杯を推進
する条例が成立

５　　広報いしおか８月１日号  №２３６

▲八郷中開校



職  

種

採
用
予
定

人
員

受　
　
　
　

験　
　
　
　

資　
　
　
　

格

　一般事務職

Ａ（大卒）

11名程度

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

Ｂ（短大卒・
高卒）

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

た
だ
し
、
一
般
事
務
職
Ａ
（
大
卒
）
に
該
当
す
る
人
を
除
く
。

身体障がい者対象

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
事
務
職
と
し
て
の
職

務
の
遂
行
が
可
能
な
人
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
通
常
の
勤
務
時
間
（
原
則
と
し
て
週
38
時
間
45
分
、
１
日
７
時
間
45

分
）
に
対
応
で
き
る
人

③
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人

保育士

２名
程度

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

保健師

３名
程度

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

消防職

４名程度

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
（
救
急
救
命
士
資

格
取
得
者
、
ま
た
は
平
成
27
年
度
救
急
救
命
士
国
家
試
験
受
験
予
定
の

人
を
含
む
）

※
火
災
や
救
急
現
場
で
の
活
動
に
従
事
す
る
た
め
、
受
験
資
格
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
お
お
む
ね
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

消
火
や
人
命
救
助
な
ど
の
災
害
活
動
に
必
要
な
体
力
を
有
す
る
人
で
、

視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
が
両
眼
で
０
・
７
以
上
、
か
つ
、
一
眼
で

そ
れ
ぞ
れ
０
・
３
以
上
で
あ
り
赤
色
、
青
色
お
よ
び
黄
色
の
色
彩
の
識

別
が
で
き
、
聴
力
は
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

第１次試験 ９月20日日 会場 
　八郷総合支所

受験受付期間　8月 3日月～ 25日火石岡市職員採用試験市 政
職員募集

職種、採用予定人員および受験資格

※上記の受験資格に該当する人であっても、日本国籍を有しない人および地方公務員法第 16条の欠格条項（申込
書でご確認ください）に該当する人は受験できません。

広報いしおか８月１日号  №２３６　　６

※資格、免許を要する職種は、それらを取得できない場合は、採用資格を失います。

熱い情熱を持った職員から受験される人へのメッセージ

主事　白谷 徹　（平成 25年度採用 )

多岐にわたる市役所業務の中に、皆さん
の知識経験が生かせる場所がきっとある
はずです。愛郷心と熱意に溢れる皆さん
を心よりお待ちしています。

保健師　森井 麻里　（平成 25年度採用）

石岡市の職員や市民の皆さんは親切で温
かい方が多いです。日々楽しく勉強しな
がら仕事をさせていただいています。ま
た、女性も働きやすい職場だと思います！



受
験
手
続

◆
申
込
用
紙
な
ど
の
請
求

・
郵
便
に
よ
る
請
求

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
大
き
さ
に

見
合
う
切
手
を
貼
っ
た
、
返
送
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン 

ロ
ー
ド

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
出
力
す
る
場

合
は
、
Ａ
４
版
縦
、
白
地
の
紙
（
感

項　

目

方
法

内　

容

第１次試験

全職種

教養試験

択一式
（120 分）

筆
記
試
験
と
し
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な

一
般
知
識
・
知
能
な
ど
に
つ
い
て
の
問
題

を
出
題
し
ま
す
。

作文試験

課題
（60分）

文
章
に
よ
る
表
現
力
、
課
題
に
対
す
る
理

解
力
な
ど
の
記
述
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
全
職
種
に
つ
い
て
、
適
応
性
検
査
お
よ
び
集
団
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
保
育
士
・
保
健
師
に
つ
い
て
は
、
別
に
専
門
試
験
が
あ
り
ま
す
。

※
消
防
職
に
つ
い
て
は
、
別
に
体
力
試
験
が
あ
り
ま
す
。

第２次試験
10
月
下
旬
以
降
、
口
述
試
験
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
採
用
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

試験の方法

ＨＰ

７　　広報いしおか８月１日号  №２３６

熱
紙
は
不
可
）
に
黒
色
で
縮
小
・
拡

大
を
行
わ
ず
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
　

　

申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入

し
、
市
役
所
総
務
課
に
持
参
す
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
封
筒
の

表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、

確
実
な
簡
易
書
留
な
ど
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
82
円
切
手
を

貼
っ
た
返
送
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
受
験
票
送
付
用
）
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
期
間
　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
期
間
内
の

消
印
有
効

◆
添
付
書
類　

1
採
用
試
験
申
込
書

2
履
歴
書
兼
身
上
書
・
自
己
推
薦
書

3
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証

明
書
（
最
終
学
歴
の
も
の
）

4
身
体
障
が
い
者
対
象
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し

◆
申
込
用
紙
請
求
・
申
込
先
・
問
い

合
わ
せ

〒
３
１
５‒

８
６
４
０　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１　

石
岡
市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

　

 http://w
w
w
.city.ishioka.

lg.jp/

※
詳
し
く
は
、
採
用
試
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
案
内
は
、
市
役
所 

総
務
課
お
よ
び
支
所
総
務
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

保育士　山本 亜沙美（平成 24年度採用）

かわいい子どもたちの成長を間近に感じ取
ることができる、とてもやりがいのある仕
事です。子どもが好きでやる気のある方と
一緒に働ける日を楽しみにしています。

予防課係員　塚原 達也（平成 24年度採用）

消防士という職業の中にも様々な仕事があ
りますが、災害から市民の皆さんを守ると
いうことに変わりはありません。一緒に働
けることを楽しみにしています。



介
護
保
険
料
額
の
決
定
方
法

　

介
護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

額
の
１
〜
２
割
を
利
用
者
が
負
担
し

ま
す
。
残
り
の
８
〜
９
割
の
う
ち

22
％
相
当
分
を
65
歳
以
上
の
人
の
介

護
保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
保
険
料
は
、
前
年
度
の
所
得

に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
特
別
徴
収
の
人
に
は
８
月
上

旬
に
「
平
成
27
年
度
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
変
更
開
始

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
な
い
普
通
徴
収
の
人
に
は
８
月

中
旬
に
「
平
成
27
年
度
介
護
保
険
料

額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
す
。
各
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
と
納
期
限

第
３
期　

８
月
31
日
（
月
）

第
４
期　

11
月
２
日
（
月
）

第
５
期　

12
月
25
日
（
金
）

第
６
期　

平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）

介
護
に
関
す
る
心
配
事
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
、
高
齢
者
向
け
に
住

宅
改
修
を
し
た
い
、
車
イ
ス
を
借
り

た
い
な
ど
、
介
護
に
関
す
る
相
談
・

心
配
事
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
室　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

福 祉
介 護

後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　

認
定
証
で
自
己
負
担
額
が
減
額
に

福 祉
後期高齢

　
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
医

療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
と
入
院
時
の
食
事
代
・

居
住
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

区
分
Ⅰ
…
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

世
帯
全
員
が
年
金
収
入
80
万
円
以
下

で
そ
の
他
の
所
得
が
な
い
人

区
分
Ⅱ
…
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

区
分
Ⅰ
に
該
当
し
な
い
人

▼
区
分
Ⅱ
の
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
た
期
間
で
過
去
12
か
月
の
入
院

日
数
が
90
日
を
超
え
た
場
合
は
「
長
期

入
院
該
当
」
を
申
請
す
る
と
入
院
時
の

食
事
代
が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
認
定
証
は
８
月
１
日
に
更
新
さ
れ

ま
す
。
既
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
は
自
動
更
新
さ
れ
る
た
め

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
８

月
以
降
も
該
当
す
る
人
に
は
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
新
し
い
認
定
証
を
郵

送
し
ま
し
た
。

▼
新
し
く
交
付
を
希
望
す
る
人
は
申

請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

1
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

2
認
め
印

3
前
年
に
90
日
以
上
入
院
し
た
場
合

は
、
入
院
期
間
を
確
認
で
き
る
も
の

（
病
院
の
領
収
書
な
ど
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
３
）

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
管
理
課

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
と
は

新
た
に
申
請
す
る
場
合

対
象

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定

　
　
　
　
　
　

   

８
月
に
通
知
書
を
郵
送

年
金
天
引
き
の
人
へ

年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

段

階
状況 所得の基準額 率 年額

1
生活保護または老齢福祉年金受給で

世帯全員が市民税非課税 0.45 30,540

世帯全員
が

市民税
非課税

合計所得金額 ( ※ 1) ＋
年金収入 ( ※ 2) ＝ 80 万円以下

2
合計所得金額＋
年金収入＝ 80万円超～
　　　　　　　　120 万円以下 0.75 50,900

3 合計所得金額＋
年金収入＝ 120 万円超

4
本人が
市民税
非課税

（世帯の誰
かが課税）

合計所得金額＋
年金収入＝ 80万円以下 0.9 61,080

5 合計所得金額＋
年金収入＝ 80万円超 １ 67,870

6
本人
市民税
課税

合計所得金額　  120 万円未満 1.2 81,440
7 〃 120 万円以上 190 万円未満 1.35 91,620
8 〃 190 万円以上 290 万円未満 1.6 108,590
9 〃 290 万円以上 500 万円未満 1.8 122,160
10 〃 500 万円以上 2.1 142,520
※ 1収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控
除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。
※ 2国民年金・厚生年金・共済年金など課税対象となる種類の年金収入額の
こと。障害年金・遺族年金・老齢福祉年金などは含まれません。

新
し
い
認
定
証
を
郵
送

長
期
で
入
院
し
た
場
合

広報いしおか８月１日号  №２３６　　８



▼
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人

※
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

や
生
活
保
護
受
給
者
で
あ
る
場
合
、

中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給

付
の
受
給
者
な
ど
、
生
活
保
護
の
基

準
の
例
に
よ
る
給
付
を
受
け
取
っ
て

い
る
人
も
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
６
０
０
０
円

（
対
象
者
１
人
に
つ
き
）

 

▼
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に

は
世
帯
主
に
８
月
中
旬
ご
ろ
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
に
直
接
提
出
す
る
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。 

※
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
他
市

町
村
か
ら
石
岡
市
に
転
入
し
た
人
は
、

平
成
27
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が

あ
る
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
期
間　

８
月
17
日
（
月
）

　
　
　

〜
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
） 

※
閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末

年
始
）
は
除
き
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
水
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
７
時
。
郵
送
の
場
合
は
申
請
期
限

ま
で
の
消
印
有
効 

受
付
場
所　

 

1
市
役
所
す
こ
や
か

子
育
て
館
会
議
室　

2
支
所
市
民
ラ

ウ
ン
ジ

※
2
の
受
付
場
所
は
、
10
月
１
日

（
木
）
か
ら
市
民
窓
口
課
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

▼
内
容
を
審
査
し
支
給
要
件
を
満
た

し
た
人
に
は
、
申
請
書
に
記
載
さ
れ

た
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

福 祉
給 付

支
給
対
象

支
給
額

申
請
手
続
き

支
給
方
法

バ
ナ
ー
広
告
募
集

産 業

広 告

電
子
書
籍
で

「
広
報
い
し
お
か
」
が
見
ら
れ
ま
す

市 政
広 報

　

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ

て
、
あ
な
た
の
お
店
の
情
報
を
発
信

し
ま
せ
ん
か
。

広
告
料　

１
万
円
（
掲
載
１
か
月
）

広
告
規
格　

縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
２
０
ピ
ク
セ
ル
（
大
き
さ
）

Ｇ
Ｉ
Ｆ
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
可
）・

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
・
Ｐ
Ｎ
Ｇ
な
ど
（
形
式
）

10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下（
デ
ー
タ
容
量
）

申
込
方
法　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

掲
載
で
き
な
い
も
の　

政
治
、
宗
教

団
体
お
よ
び
そ
の
活
動
に
関
わ
る
も

の
や
公
共
の
秩
序
を
乱
す
も
の
な
ど

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

 

パ
ソ
コ
ン
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
「
広
報
い
し
お

か
電
子
書
籍
版
」
は
こ
ち
ら
で
見
ら

れ
ま
す
↓
電
子
書
籍
ペ
ー
ジ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
聴
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

ページをめくるように、ホームペー
ジやスマートフォンでも「広報いし
おか」を見ることができます。

９　　広報いしおか８月１日号  №２３６

臨時福祉給付金　対象者診断チャート

　 Q１　平成 27 年度の住民税は
　　　　  課税されていますか
　　　　   いいえ　　　  はい
　　　　　 ⬇　　　　　　　対象外
　 Q２　平成 27 年度の住民税が
　　　　 課税されている人に扶養
　　　　 されていますか
　　　　   いいえ　　　  はい
　　　　     ⬇　　　　　　　対象外
      Q ３　 生活保護を受けていますか
　　　　   いいえ　　　   はい
　　　　     ⬇　　　　　　　対象外
　　　臨時福祉給付金（6,000 円）
 　　    支給対象となる可能性あり

※子育て世帯臨時特例給付金を受給した人で上
記の支給要件に該当する人は二つの給付金の対
象になる可能性があります。

▶

▶

▶



　瀬川サイクリングロードを走る恋

　

石
岡
市
で
は
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
寄
附
金
額
が
２
億
２
千
万
円

を
超
え
、関
東
の
自
治
体
で
１
位（
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
調
べ
）
に
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
４
日
、
市
役
所
で
今
年
度
の

お
礼
の
特
産
物
を
紹
介
す
る
内
覧
会

を
開
き
、
季
節
の
果
物
を
除
く
65
品

を
展
示
。
特
産
物
も
昨
年
の
68
品
目

か
ら
１
０
５
品
目
に
増
や
し
、
ブ
ド

ウ
ジ
ュ
ー
ス
や
キ
ャ
ビ
ア
、
日
本
酒

な
ど
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
４
月
16
日
か
ら
受
け

付
け
を
開
始
し
、
昨
年
同
時
期
を
上

回
る
申
し
込
み
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

気
持
ち
を
明
る
く
さ
せ
る
、お
し
ゃ

れ
な
衣
装
の
数
々
。
６
月
20
日
、
ふ

れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
で

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お

し
ゃ
れ
を
し
て
積
極
的
に
外
出
す
る

こ
と
で
孤
立
防
止
や
介
護
予
防
に
つ

な
げ
よ
う
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し

た
55
人
が
出
演
。
平
均
年
齢
75
歳
の

出
演
者
た
ち
は
、
は
つ
ら
つ
と
ラ
ン

ウ
ェ
イ
に
登
場
し
、
４
０
０
人
の
観

客
か
ら
は
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　　しゃれは、 いくつになってもお

▲色とりどりの衣装に身を包む出演者たち

ま のち わ だ い楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲当日は、梅雨の合間の晴れに恵まれました

▲会場に展示された 65 品の特産物

熱！ドッジボール大会開催白

▲優勝し県大会に進む「チーム恋瀬」の子どもたち
　

丘
陵
地
に
位
置
す
る
石
岡
市
は
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
も
っ
て
こ
い
の
地

形
。
６
月
６
日
に
開
催
し
た
恒
例
の

春
季
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
に
は

35
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
石
岡

小
と
中
央
公
民
館
の
２
か
所
を
ス

タ
ー
ト
地
点
に
、
朝
日
里
山
学
校
を

目
指
し
、
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
の
一
部
を
走
る
、
総
距
離
35

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
。昼
食
は
、

自
分
た
ち
で
打
っ
た
そ
ば
を
食
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
「
お
腹
も
満
た
さ

れ
て
格
別
に
お
い
し
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　　るさと納税で石岡の PRふ

　

６
月
21
日
、
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
主
催
「
第
10
回
石
岡
市
子
ど
も
会

球
技
大
会
」
が
石
岡
運
動
公
園
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
混
合
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
市
内

の
小
学
校
か
ら「
１
～
３
年
生
の
部
」

14
チ
ー
ム
、「
４
～
６
年
生
の
部
」

27
チ
ー
ム
合
わ
せ
て
５
９
０
人
の
選

手
が
参
加
。
１
～
３
年
生
の
部
の
優

勝
は
「
三
村
ド
ッ
チ
ー
ズ
Ｊ
ｒ
」、

４
～
６
年
生
の
部
の
優
勝
は
「
チ
ー

ム
恋
瀬
」
で
し
た
。

　

当
日
は
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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▲なかなか使う機会のない消火器。皆さん、真剣な表情で訓練に取り組んでいました。
　

６
月
25
日
、
守
横
町
で
火
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の
消
防
士
に

よ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

の
講
話
後
、
中
央
児
童
公
園
に
移
動

し
、
実
際
に
消
火
器
を
使
っ
て
の
消

火
訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
28
人
か
ら
は
「
い
ざ
と

い
う
時
に
は
気
が
動
転
し
て
思
う
よ

う
に
動
け
な
く
な
る
も
の
。
普
段
か

ら
意
識
し
て
お
く
よ
う
に
し
た
い
」

「
最
近
は
家
の
周
り
に
空
き
家
が
増

え
て
、
夜
に
火
災
が
起
き
た
ら
と
思

う
と
心
配
だ
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
昨
年
に
続
き
、
２

度
目
の
試
み
。
企
画
し
た
区
長
の
間

嶋
さ
ん
は
「
最
近
は
地
区
の
人
が
集

ま
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

普
段
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、
地

震
や
火
災
な
ど
の
災
害
時
に
困
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
守
横
町
で
は
、
火
災

訓
練
だ
け
で
な
く
、
冬
場
の
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
普
段
の
取
り
組
み
を
大
切

に
、
地
域
の
人
に
今
後
も
積
極
的
な

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

守   横町で防火訓練を実施　－いざというときの地域力を育てるー

点の山田隆夫さんが訪問笑

　

国
民
的
番
組
「
笑
点
」
の
座
布
団

運
び
で
有
名
な
山
田
隆
夫
さ
ん
が
、

６
月
４
日
、
石
岡
市
役
所
を
訪
れ
ま

し
た
。
山
田
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
主
体
と
す
る
「
ざ
ぶ
と
ん
一

座
」
の
座
長
を
務
め
て
お
り
、
市
内

の
介
護
施
設
へ
の
訪
問
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

手
渡
さ
れ
た
「
る
る
ぶ
石
岡
版
」

の
石
岡
の
お
ま
つ
り
の
紹
介
記
事
を

読
み
「
獅
子
の
迫
力
が
す
ご
い
で
す

ね
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
見
に
来

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲ざぶとん一座の皆さんと市長

指せ！未来のテニスプレーヤー目

　

テ
ニ
ス
人
気
に
乗
じ
て
、
市
内
で

も
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い

ま
す
。６
月
28
日
、柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
石
岡
市
体
育
協
会

の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
主
催
で
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
健
康
づ
く
り
と
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
普
及
の
た
め
に
40
年
以

上
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
47

人
（
内
、
小
中
学
生
は
37
人
）
が
参

加
。
こ
の
テ
ニ
ス
教
室
は
６
～
８
月

に
７
回
程
度
行
わ
れ
、
ラ
ケ
ッ
ト
の

握
り
方
か
ら
教
え
て
く
れ
る
と
初
心

者
に
も
好
評
で
し
た
。

▲力いっぱいラケットを振り、ボールを打ち返します
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霞
ヶ
浦
駐
屯
地
納
涼
大
会

日
時
／
８
月
５
日
（
水
）
午
後
５
時

～
８
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
、６
日
（
木
）に
順
延

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地 

飛
行
場
地
区
（
阿
見
町
阿
見
原
）

内
容
／
部
外
団
体
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬

売
店
、
盆
踊
り
、
打
ち
上
げ
花
火

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
広
報
班

☎
０
２
９
・
８
４
２
・
１
２
１
１

（
内
線
２
２
１
８
）

　

h
ttp

://w
w

w
.m

o
d

.g
o

.jp
/

gsdf/eae/eadep/index.htm
l

「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
皆
さ
ん
の
力
で
き
れ

い
な
お
ま
つ
り
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
19
日（
土
）～
21
日（
月
）

午
後
１
時
～
９
時
（
1
午
後
１
時
～

５
時
2
午
後
７
時
～
９
時
）

※
高
校
生
は
1
に
限
り
ま
す
。

場
所
／
石
岡
駅
前
周
辺

対
象
／
高
校
生
以
上

申
込
方
法
／
８
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
市
観
光
協
会
（
観
光
課
内
）
へ
電

話
で
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
市
観
光
協
会
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

2
市
観
光
協
会
（
観
光
課
内
）

（
内
線
１
１
３
５
）

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
作
文
・
標
語

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

内
容
／
次
の
項
目
の
小
さ
な
親
切
運

動
を
含
め
た
体
験
事
例
や
意
見
な
ど

の
作
文
や
標
語　

オ
・
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す　

ア
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

シ
・
し
つ
れ
い
し
ま
す　

ス
・
す
み
ま
せ
ん

1
作
文
の
部 

４
０
０
字
詰
原
稿
用

紙
（
縦
書
き
）
３
枚
以
内
2
標
語
の

部 

書
式
は
自
由

申
込
方
法
／
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※
小
中
学
生
は
学
校
へ
提
出

申
込
締
切
／
９
月
11
日
（
金
）

入
賞
作
品
発
表
／
平
成
28
年
２
月

そ
の
他
／
応
募

作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
入
賞

作
品
は
市
に
帰

属
し
、
加
除
訂

正
す
る
こ
と
、
市
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
生
涯
学
習
課
（
内
線
１
３
６
５
）

〒
３
１
５
‐
０
１
９
５

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
‐
１

℻
４
３
・
３
１
３
０

　

shougai@
city.ishioka.lg.jp

親
子
ふ
れ
あ
い
１
泊
研
修
事
業

日
時
／
９
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時

～
20
日
（
日
）
午
後
１
時

場
所
／
県
立
児
童
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も

の
城
（
大
洗
町
磯
浜
町
８
２
４
９
‐

４
）
※
現
地
集
合
・
解
散

対
象
／
母
子
家
庭
の
親
子

定
員
／
80
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
市
町
村
会
長
の
推
薦
）

参
加
費
／
１
世
帯
５
０
０
円

申
込
方
法
／
８
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ　

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
川
崎
）

☎
２
３
・
８
８
７
４

募

集

情報ネット
ワーク

information

イ

ベ

ン

ト

月間交通事故件数
市内の事故発生状況【6/ 30 現在】
・発生件数　　　133 件（－ 20）
・死 者 数　　　1 人　　　  （0）
・負傷者数　　　177 人（－ 38）
・物損事故　　　923 件（＋ 25）
※（　）内は前年比の増減です。
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

ＨＰ
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光
風
荘
バ
ザ
ー
へ
の
出
品

▼
11
月
22
日
（
日
）
に
光
風
荘
で
行

う
バ
ザ
ー
に
出
品
す
る
品
物
を
募
集

し
ま
す
。
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
日
用

品
・
食
器
・
雑
貨
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

障
害
者
支
援
施
設 

光
風
荘

☎
２
２
・
５
８
１
１

霞
ヶ
浦
学
講
座

日
時
／
８
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所
／
県
霞
ケ
浦
環
境
科

学
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
※
土
浦
駅
東
口
発
の
送

迎
バ
ス
あ
り
（
無
料
・
要
申
込
）

講
師
／
相
﨑
守
弘
氏（
同
セ
ン
タ
ー
長
）

内
容
／
テ
ー
マ
「
人
工
化
し
た
湖
沼

沿
岸
帯
の
修
復
」（
霞
ヶ
浦
、宍
道
湖
・

中
海
、
諏
訪
湖
の
事
例
）

受
講
費
／
無
料

申
込
方
法
／
８
月
20
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

 

県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
２

℻
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
７

　

a.num
azaw

a@
pref.ibaraki.

lg.jp初
心
者
弓
道
教
室

▼
弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

経
験
者
も
歓
迎
。

日
時
／
８
月
25
日
～
10
月
９
日
（
毎

週
火
・
金
曜
日
、
全
13
回
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
芹
澤
記
念
弓
道
場

（
総
社
２
‐
４
‐
３
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

定
員
／
10
人
（
先
着
）

受
講
費
／
２
０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

申
込
方
法
／
８
月
１
日
（
土
）
～
８

日
（
土
）
に
電
話
で
申
し
込
み
（
午

後
１
時
～
４
時
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

石
岡
弓
道
会
（
稲
葉
）

☎
０
９
０
・
５
５
８
４
・
７
６
２
８

公
共
下
水
道
排
水
設
備

主
任
技
師
者
試
験
・
講
習
会

▼
受
講
す
る
に
は
、
住
民
票
や
卒
業

証
明
書
、
受
講
手
数
料
な
ど
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
／
10
月
22
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
か
ら　

講
習
会
日
時
／
９
月
17
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

申
込
方
法
／
８
月
17
日
（
月
）
ま
で

に
直
接
申
し
込
み
※
県
下
水
道
協
会

（　

http://w
w

w
.jsdi.or.jp/˜

kyokai/

）
か
ら
も
書
式
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
下
水
道
課
（
内
線
１
２
２
３
）

    貝
塚
の
貝
を
洗
っ
て
み
よ
う
！

　

夏
休
み
文
化
財
体
験
企
画

▼
今
回
の
企

画
は
東
田
中

貝
塚
か
ら
出

土
し
た
貝
の

う
ち
未
洗
浄

分
の
調
査
を

行
い
、
土
器

や
貝
の
種
類
を
調
べ
、
縄
文
時
代
の

生
活
の
様
子
を
探
る
も
の
で
す
。

日
時
／
1
８
月
19
日
（
水
）、
2
８

月
21
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
現
地
集
合
・
解
散
、
昼
食
持
参
）

場
所
／
市
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

（
正
上
内
６
‐
17
・
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
）

対
象
／
市
内
の
小
学
３
年
生
以
上

定
員
／
１
回
に
つ
き
10
人
（
先
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
４
）

子
ど
も
読
書
応
援
事
業

▼
図
書
館
な
ど
で
本
を
借
り
た
場

合
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
20
ポ
イ

ン
ト
に
達
し
た
人
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
相
当
）
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
／
1
市
内
在
住
の
小
中
学
生

2
乳
幼
児
の
い
る
保
護
者
（
保
護
者

は
、
乳
幼
児
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

で
児
童
書
を
借
り
た
場
合
対
象
）

対
象
施
設
／
中
央
図
書
館
、
中
央
公

民
館
・
東
地
区
公
民
館
・
城
南
地
区

公
民
館
図
書
室

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
交
付
場
所
／

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
市
役
所
こ
ど
も
福
祉
課

ポ
イ
ン
ト
の
押
印
／
本
人
が
本
を
借

り
た
場
合
、
１
日
１
ポ
イ
ン
ト
を
限

度
に
押
印
。
２
ポ
イ
ン
ト
目
以
降
は

前
回
の
貸
し
出
し
日
か
ら
７
日
経
過

後
に
借
り
た
場
合
、
押
印
し
ま
す
。

図
書
カ
ー
ド
の
交
付
場
所
／

市
社
会
福
祉
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

講

座

教

室

ＨＰ

お

知

ら

せ

１３　広報いしおか８月１日号  №２３６
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▼
お
盆
の
供
物
は
、８
月
16
日
（
日
）

午
前
８
時
ま
で
に
最
寄
り
の
指
定
場

所
に
送
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
収
集
日
に
一
般
集
積

所
に
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
指
定
場
所
に
は
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
必
ず
指
定
さ
れ
た
所
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
入
っ
た
缶
・

ビ
ン
類
、
ち
ょ
う
ち
ん
や
祭
壇
類
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
お
線
香
は
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
立
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
６
）

都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

日
時
／
８
月
18
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
（
傍
聴
希
望
者
は
午
前
９
時
30

分
～
９
時
55
分
受
け
付
け
）

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

内
容
／
石
岡
都
市
計
画
火
葬
場
の
変

更
に
つ
い
て
・
石
岡
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

定
員
／
10
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
都
市
計
画
課
（
内
線
２
８
７
）

園
芸
作
物
施
設
と
し
て
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
設
置
に
補
助
金

対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
５
年
以
上

市
内
の
直
売
所
な
ど
へ
出
荷
す
る
た

め
の
園
芸
作
物
を
生
産
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
定
年
退
職
な
ど
に
よ
り
新
た
に
就

農
す
る
65
歳
未
満
の
人
2
就
農
し
て

か
ら
５
年
未
満
か
つ
45
歳
未
満
の
人

3
新
た
な
園
芸
作
物
の
栽
培
ま
た
は

園
芸
作
物
の
生
産
規
模
の
拡
大
に
取

り
組
む
人

補
助
額
／
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以

内
の
額
と
し
、
上
限
額
は
20
万
円
。

（
か
ん
水
施
設
を
設
置
す
る
場
合
の

情報ネット
ワーク

information

『東日本大震災石岡市記録集』
好評発売中！
定価　300 円（税込）
販売場所　アキヤマ書店、たかぎ書
店、イチムラ書店、なべや書店、市
役所（市民課・防災対策課）、支所（総
務課）
■問い合わせ
1 防災対策課（内線 258）

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

御
霊
送
り
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

石
岡
地
区
の
皆
さ
ん
へ

お

知

ら

せ

広報いしおか８月１日号  №２３６　１４
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補
助
金
上
限
額
は
30
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）

木
造
住
宅
を
建
築
す
る
人
へ

▼
市
民
の
皆
さ
ん
ま
た
は
転
入
者
が
、

木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を
建
築
す

る
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
申
し
込
み
に
は
、
市
内
の
設
計

事
務
所
へ
の
設
計
監
理
依
頼
・
市
内

の
工
務
店
へ
の
施
工
依
頼
な
ど
、
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
す
で
に
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額
／
住
宅
建
築
に
要
す
る
費
用

の
10
％
以
内
で
、
50
万
円
が
限
度

申
込
締
切
／
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

1
建
築
住
宅
指
導
課
（
内
線
４
２
３
）

石
岡
平
和
の
会
主
催
事
業

・
平
和
を
考
え
る
・
訴
え
る
真
実
の

写
真
展

日
に
ち
／
８
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

～
９
日
（
日
）

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館
ロ
ビ
ー

内
容
／
「
戦
場
の
人
々
（
先
の
戦
争

で
唯
一
地
上
戦
と
な
っ
た
沖
縄
）」

「
イ
ラ
ク
戦
争
と
子
ど
も
た
ち
」（
森

住
卓 

作
）

・
戦
後
70
年
・
平
和
の
願
い
を
込
め

て
平
和
の
鐘
つ
き

日
時
／
８
月
15
日
（
土
）
午
前
11
時

40
分
か
ら

場
所
／
万
福
寺
（
茨
城
）

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
平
和
の
会
（
山
口
）

☎
０
９
０
・
１
８
８
６
・
０
９
３
１

手
話
通
訳
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

▼
市
で
は
、
手
続
き
や
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
手
話
通
訳

者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
登

録
す
れ
ば
、
市
役
所
以
外
の
場
所
に

派
遣
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

市
役
所
安
心
し
あ
わ
せ
館

毎
週
月
曜
日
、
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜
日

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）
の
利
用
で
曜
日

は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
３
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

障
が
い
者
へ
の
差
別
を
解
消
す
る

た
め
に
～
相
談
窓
口
を
設
置
～

▼
障
が
い
を
理
由
と
し
た
不
当
な
差

別
的
取
り
扱
い
で
障
が
い
者
の
権
利

利
益
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／
月
～
金
曜
日　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

場
所
／
県
総
合
福
祉
会
館
内
（
水
戸

市
千
波
町
１
９
１
８
）

相
談
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
／

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
６
０
４
９

℻
０
２
９
・
２
４
６
・
６
０
４
８

※
社
会
福
祉
課
で
も
窓
口
や
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
い
ず
れ
も
予
約
は
不
要
。

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
時
／
８
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時

～
４
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
農
地
の

有
効
活
用
、
各
種
行
政
手
続
き
な
ど

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
行
政
書
士
会 

県
南
支
部
（
若
山
）

☎
４
３
・
０
５
３
６

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　無
料
結
婚
相
談
会

▼
結
婚
を
望
む
人
や
ご
家
族
の
皆
さ

ん
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
県

知
事
委
嘱
の
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。予
約
は
不
要
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
／
８
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

持
参
す
る
も
の
／
身
上
書
、写
真（
Ｌ 

版
）

■
問
い
合
わ
せ

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地
域
活

動
協
議
会 

石
岡
地
域
支
部

☎
２
３
・
３
８
２
９
（
大
内
）

☎
０
９
０
・
４
０
０
２
・
３
５
６
５

　
　
　
　
　
　
　
　
（
押
止
）

相

談

■問い合わせ 1 政策企画課（内線 223）

１５　広報いしおか８月１日号  №２３６
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くらし
防 犯

地
域
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

エ
ン
ゼ
ル
・
パ
ト
ロ
ー
ル
会
員
募
集

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人
で
、
市
内
を
週
１

回
以
上
パ
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
人

申
込
方
法
／
運
転
免
許
証
・
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
・
学
生
証
な
ど
を
持

参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
万
が
一

の
事
故
に
備
え
て
、
保
険
（
市
が
費

用
負
担
）
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　
　

市
役
所 

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
３
）

▲会員には会員証を交付し、パトロール用の帽子
（黄・青・ピンクの三種類）、腕章を貸与します。
ほか、反射材などもお配りしています。

くらし
防 災

定
時
放
送
／
午
後
５
時
に
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム「
夕
焼
け
小
焼
け
」

を
放
送

臨
時
放
送
／
有
事
情
報
・
災
害
情
報
・

行
政
情
報
な
ど

　

聞
き
取
り
に
く
い
場
合
は
、
無
料

の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

電
話
番
号
（
無
料
）

☎
０
１
２
０
・
９
９
・
６
９
０
７

■
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

子どもの下校時や薄暗くなっ
てきた夕方の時間帯に、散歩
をしながら地域をパトロー
ル。行き交う人へのあいさつ
を心がけています。　

くらし

福 祉

生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
チ
ナ
協
賛
店
募
集

　

事
業
に
協
賛
し
て
く
れ
る
市
内
の

店
舗
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

各
店
舗
で
の

　

プ
ラ
チ
ナ
応
援
券
使
用
の
流
れ

1
利
用
者
が
協
賛
店
へ
プ
ラ
チ
ナ
応

援
券
を
持
参
す
る
。

2
協
賛
店
で
買
い
物
し
、
会
計
時
に

応
援
券
を
回
収
。（
お
買
い
物
額
が

応
援
券
の
額
面
未
満
の
場
合
で
も
、

お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
）

3
１
か
月
ご
と
に
応
募
券
を
集
計

し
、
毎
月
25
日
に
請
求
書
と
応
援
券

を
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
送
付
。

4
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
請
求
書

な
ど
を
確
認
し
、
請
求
の
翌
月
に
協

賛
店
舗
へ
請
求
額
を
直
接
、
口
座
振

り
込
み
。

※
口
座
振
込
手
数
料
の
負
担
と
再
登

録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

～生涯現役プラチナ応援事業とは？～
市内在住の 65歳以上の人が、市・市社
会福祉協議会が指定する事業に参加する
とポイントがもらえ、５ポイント貯める
と石岡市プラチナ応援券（施設利用券・
市内協賛店で利用できる
500 円券）と交換するこ
とができます。

地震

竜巻 建物火災

土砂災害 避難情報

緊急情報

原子力災害道路通行止め

気象
（大雨・洪水・暴風・大雪）

霜

メールマガジンや
ホームページでも
放送内容を確認できます

広報いしおか８月１日号  №２３６　１６

災
害
情
報
を
一
斉
に
お
知
ら
せ

　
　

石
岡
地
区
で
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す



　

児
童
扶
養
手
当
が
認
定
さ
れ
て
い

る
人
は
、
８
月
中
に
現
況
届
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
況

届
は
手
当
の
認
定
要
件
を
確
認
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
８
月
以
降
の

手
当
は
、
届
け
出
が
あ
る
ま
で
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
現
況
届
の
受
付
期
間

８
月
10
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

▼
提
出
場
所　

・
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

・ 

支
所 

市
民
窓
口
課

▼
提
出
書
類　

・
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

・
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

・
受
給
資
格
確
認
票

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
す

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
こ
の
手

当
は
、
申
請
が
な
い
場
合
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
と
な
る
児
童

□ 

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い
る

□ 

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い
る
、

一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
、
生

死
が
明
ら
か
で
な
い

□ 

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
、
刑
務
所
な
ど

に
拘
禁
さ
れ
て
い
る

□ 

母
が
未
婚
で
出
産
し
た
、
児
童

を
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不
明

□ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

※
支
給
さ
れ
な
い
場
合　

日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
、
児
童
福
祉
法

上
の
里
親
に
預
け
ら
れ
て
い
る
、
父

ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
、
児
童
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
な
ど
。

▼
手
当
の
支
給
額

　

所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
支
給
額

が
変
わ
り
ま
す
。

全
部
支
給
の
場
合
（
月
額
）

児
童
１
人  【
４
万
２
０
０
０
円
】

児
童
２
人
【
４
万
７
０
０
０
円
】

児
童
３
人
【
５
万
円
】

※
３
人
目
以
降
３
０
０
０
円
ず
つ
加

算
。

一
部
支
給
の
場
合
（
月
額
）

９
９
１
０
円
〜
４
万
１
９
９
０
円

▼
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

父
ま
た
は
母
な
ど
の
所
得
が
制
限

額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当
の
支

給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
制
限

額
は
、
扶
養
人
数
な
ど
に
応
じ
て
変

わ
り
ま
す
。
父
ま
た
は
母
が
養
育
費

な
ど
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
金
額
の
80
％
を
所
得
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
、

　
　
　

８
月
中
に
提
出
を

８
月
上
旬
に
通
知
書
を
郵
送

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

福 祉
手 当

１７　広報いしおか８月１日号  №２３６

▼
直
線
編
み
な
の
で
簡
単
に
仕

上
が
り
、
自
分
サ
イ
ズ
に
変
え

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
色
々

な
着
回
し
が
楽
し
め
る
作
品
で

す
。

日
時
／
９
月
10
・
17
・
24
日
、

10
月
１
日　

午
前
10
時
〜 

正

午
（
全
４
回
・
木
）

定
員
／
25
人

参
加
費
／
５
０
１
１
円

講
師
／
小
島 

和
子
先
生

持
っ
て
く
る
も
の
／
６
号
輪
針

（
80
㎝
１
本
）、
か
ぎ
針
（
３
〜

６
号
）

※
毛
糸
の
色
数
は
30
色
あ
り
ま

す
。
８
月
30
日
（
日
）
ま
で
に

ひ
ま
わ
り
の
館
に
選
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

ニット講習会

▼
季
節
に
合
っ
た
薬
膳
料
理
で

身
体
を
内
面
か
ら
整
え
よ
う
！ 

日
時
／
９
月
10
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午

定
員
／
25
人 

参
加
費
／
１
０
０
０
円

講
師
／
栃
本 

恵
子
先
生

秋の美味薬膳料理 申込方法／８月18日（火）か
ら電話または直接申し込み
（午前８時30分～午後５時）
※月曜休館で、定員になり次第
締め切ります。
■申し込み・問い合わせ
ふれあいの里石岡 ひまわりの館
☎ 35‒1126

ひまわりの館講座
　ひまわりの館では、お料理や編み
物など、幅広い教室・講座を行って
います。
　新しい趣味、
　　　探しませんか



マイナンバー制度の
PRキャラクター
「マイナちゃん」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度　

10
月
か
ら

　
　

―
一
人
に
一
つ
の
番
号
で
暮
ら
し
を
便
利
に
―

くらし
手 続

マイナンバー制度に関するQ＆ A

マイナンバー制度は、いつから始まる？Q
　　平成 27 年 10 月から開始
　　　順次、住民票の住所にマイナンバーが記載
　　された「通知カード」が届きます。
　　 マイナンバーカードを申請すると
　　　　　　　　　～平成28年１月から～
　氏名・住所・生年月日・性別・顔写真が表示さ
れ、本人確認の身分証として利用できるほか、カー
ドに標準搭載されている電子証明証を使ってｅ‒
Tax など各種電子申請が利用できます。マイナン
バーカードは申請者のみに交付されます。

A

マイナンバー制度が始まると、何が変わるの？Q
　　　税・社会保障・災害対策に関する手続きに提出する書類がこれまでに比べて少な
　　　くなります。
　国の行政機関や都道府県、市町村などが、所得や行政サービスの受給状況を正確に確
認しやすくなるため、本当に行政サービスを必要としている人をきめ細かく支援できる
ようになります。サービスの不正受給や不当に負担を免れることを防止します。
　国の行政機関や都道府県、市町村などの情報のやり取りがスムーズになるため、それ
ぞれの行政機関などで行っている作業の重複などが減り、無駄が削減されます。

A

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ５ ０３

マイナンバー＝ 12 桁の番号
住所が変わっても、マイナンバーは原則変わりません。

　

平
成
25
年
５
月
の
「
行
政
手
続
き

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
」
の
成
立
に
伴
い
、
今
年
の
10
月

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
が

順
次
開
始
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

　

国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
の

情
報
の
や
り
取
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
し

行
政
の
手
続
き
を
簡
単
に
す
る
こ
と

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
る
人
を
支
援
し
、
行
政
の
無
駄
を

な
く
す
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
制

度
で
す
。

広報いしおか８月１日号  №２３６　１８

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
・
身
体
障
が
い
者
・
子
育
て
中
の

人
を
対
象
に
「
困
っ
た
と
き
は
お
互

い
さ
ま
」
の
精
神
で
活
動
す
る
在
宅

福
祉
（
有
償
）
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
会

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
協
力
会
員
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
週
１
回
・
１
時
間
か
ら
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
力
を
身
近

な
地
域
の
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　

   

種
類
・
内
容

■
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

に
、
掃
除
や
買
い
物
の
手
伝
い
な
ど

の
生
活
援
助
を
行
い
ま
す
。

■
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

　

妊
産
婦
や
子
育
て
中
の
人
に
、
家

事
援
助
や
学
校
・
保
育
施
設
な
ど
の

時
間
外
で
の
預
か
り
、
学
校
・
保
育

施
設
な
ど
へ
の
送
迎
（
徒
歩
や
公
共

交
通
機
関
利
用
）、
そ
の
他
の
育
児

援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
移
送
サ
ー
ビ
ス

　

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
の

通
院
送
迎
を
行
い
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
免
許
の
所
持
と
運
転

認
定
者
講
習
会
の
受
講
が
必
須
で
す
。

■
活
動
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
活
動
可
能

な
時
間
（
基
本
時
間
）

※
午
前
７
時
〜
９
時
と
午
後
５
時
〜

７
時
は
時
間
外
の
扱
い
で
す
。
土
・

日
・
祝
日
は
活
動
し
ま
せ
ん
。

■
活
動
料
金

１
時
間
６
０
０
円

※
時
間
外
は
３
０
０
円
増
し
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

本
所　
　
　

☎
２
２
・
３
０
４
５

八
郷
支
所　

☎
３
６
・
４
３
１
１

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
協
力
会

員
募
集　
―
余
暇
時
間
を
地
域
の
た
め
に
―

くらし
福 祉



受
験
手
続

職
種

採
用
予
定

人
員

受

験

資

格

技術職（土木）（電気）

１名

１
．
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
で
、
土
木
・
土
木
（
水
道
）、
電
気
の
い
ず
れ
か
に
関

す
る
専
門
課
程
を
履
修
ま
た
は
履
修
予
定
（
来
春
卒
業
予
定
）

の
人

2
高
校
お
よ
び
専
門
学
校
に
お
い
て
、
土
木
ま
た
は
電
気
に
関

す
る
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
後
、
土
木
、
電
気
ま
た
は
水
道
事

業
に
関
す
る
実
務
経
験
が
平
成
28
年
３
月
31
日
に
２
年
以
上
と

な
る
人

3
土
木
ま
た
は
電
気
関
係
以
外
の
大
学
お
よ
び
高
校
を
卒
業
後
、

土
木
、
電
気
お
よ
び
水
道
事
業
に
関
す
る
実
務
経
験
が
平
成
28

年
３
月
31
日
に
３
年
以
上
と
な
る
人

4
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
以
上
の
資
格
を
有
す
る
人

一般職

１名

１
．
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
卒
業
以
上
（
来
春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

2
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
に
関
す
る
簿
記
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
、
情
報
処
理
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

3
高
校
卒
業
以
上
で
、
有
資
格
者
の
も
と
で
簿
記
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
、
情
報
処
理
な
ど
の
実
務
経
験
が
平
成
28
年
３
月
31
日
に

２
年
以
上
と
な
る
人

4
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
の
実
務
経
験
が
平
成
28
年
３

月
31
日
に
４
年
以
上
の
人

職
種

採
用
予
定

人
員

受

験

資

格

一般職

１名

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人

（
来
春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

湖北水道企業団・石岡地方斎場組合・
湖北環境衛生組合　職員採用試験

受付期間　
8 月３日月～ 9 月７日月

第１次試験 10 月18 日日
会場 　グリーンパレス石岡

◆
要
項
と
申
込
書 

の
取
得

受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

【
湖
北
水
道
企
業
団
】

http://w
w

w.kohoku.org/

【
石
岡
地
方
斎
場
組
合
】

http://park15.w
akw

ak.com
/

~isiokatihousaijo/

【
湖
北
環
境
衛
生
組
合
】

http://w
w

w.kohokukankyou.jp

◆
申
込
方
法
　

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、、
直
接

持
参
す
る
か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
封

筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
き

し
、
簡
易
書
留
な
ど
の
確
実
な
方
法

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
９
月
７
日
（
月
）
必
着

◆
受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

◆
添
付
書
類
　

共
通
／
卒
業
証
明
書
（
最
終
学
歴
）・

修
得
科
目
が
判
断
で
き
る
も
の
（
成

績
証
明
書
な
ど
）・
82
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

湖
北
水
道
企
業
団
／
実
務
経
験
が
証

明
で
き
る
書
類

石
岡
地
方
斎
場
組
合
・
湖
北
環
境
衛

生
組
合
／
履
歴
書
兼
身
上
書
（
組
合

指
定
の
用
紙
に
最
近
３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
上
半
身
無
帽
正
面
向
き
の

写
真
を
貼
っ
た
も
の
）

※
受
付
期
間
内
に
す
べ
て
の
書
類
が

そ
ろ
わ
な
い
場
合
、
受
験
手
続
き
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
試
験
会
場

１
次
試
験　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

※
２
次
試
験
は
11
月
下
旬
ご
ろ
、
湖

北
水
道
企
業
団
、
石
岡
地
方
斎
場
組

合
、
湖
北
環
境
衛
生
組
合
の
事
務
所

で
、
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

湖
北
水
道
企
業
団 

総
務
課　
　

　

〒
３
１
５-

８
５
２
２　

　

石
岡
市
田
島
２-

６-

４

　

☎
２
４
・
３
２
３
２

石
岡
地
方
斎
場
組
合
事
務
局

　

〒
３
１
５-

０
０
０
７

　

石
岡
市
染
谷
１
７
４
９
番
地

　

☎
３
６
・
０
７
７
０

湖
北
環
境
衛
生
組
合

　

〒
３
１
５-

０
０
２
３

　

石
岡
市
東
府
中
25
番
１
号

　

☎
２
２
・
６
０
９
２

職種・採用予定人員・受験資格
【
湖
北
水
道
企
業
団
】

【
石
岡
地
方
斎
場
組
合
】

※上記の受験資格に該当する人であっても、日本国籍を有しない人および地方公務員法第 16 条の欠格条項（申込書
でご確認ください）に該当する人は受験できません。

職
種

採
用
予
定

人
員

受

験

資

格

一般職

１名

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人

（
来
春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

【
湖
北
環
境
衛
生
組
合
】
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4
月
24
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
13

歴
史
・
文
化
を

　
　
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
◎
団
体
　

歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
の
会

　
参
加
者
は
15
人
、
座
談
会
方
式
で
行

い
ま
し
た
。

　

歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
常

陸
風
土
記
の
丘
、
常
陸
国
分
寺
跡
な

ど
歴
史
的
施
設
や
遺
跡
を
案
内
し
て

い
る
会
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
か
ら
は
「
る
る
ぶ
石
岡
」
の

発
行
や
７
月
に
全
国
史
跡
整
備
市
町

村
協
議
会
関
東
地
区
協
議
会
の
総
会

が
石
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
現
状
も
含
め
て
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

歴史ボランティアの会から出された意見

1 常陸国分尼寺跡
　・利用制限を緩和し、市民の憩いの場にしたい。
　・観光客が来やすいように、バスの駐車場が必要。
2 農村資料館（大増）
　・大型バスが入れない。
　・市街地の空き店舗などに資料を展示してはどうか？
　・ふるさと学習に合わせて、学校の空き教室に展示し
　　てはどうか？
3 常陸風土記の丘
　・ぐるりんバスの時刻表、食事場所、お土産など集客
　　手法を検討すべき。
　・桜のシーズンだけでも駐車場を有料にして、その財
　　源で園内の整備をしてはどうか？
4 外国人用の観光パンフレットを活用しているが、地
　 図の掲載が必要。
■申し込み・問い合わせ　
秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 212）

授
与
対
象

○
緑
綬
褒
章
（
り
ょ
く
じ
ゅ
ほ
う

し
ょ
う
）

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
奉
仕
す
る

活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
に
従

事
し
、
顕
著
な
実
績
を
挙
げ
た
方

〇
藍
綬
褒
章（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

・
会
社
経
営
、
各
種
団
体
で
の
活
動

等
を
通
じ
て
、
産
業
の
振
興
、
社
会

福
祉
の
増
進
等
に
優
れ
た
業
績
を
挙

げ
た
方

・
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
依
頼
さ

れ
て
行
わ
れ
る
公
共
の
事
務
（
保
護

司
、
民
生
・
児
童
委
員
、
調
停
委
員

等
の
事
務
）
に
尽
力
し
た
方

〇
瑞
宝
章
（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功
労

の
あ
っ
た
方
で
、
公
務
等
に
長
年
に

わ
た
り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
方

■
春
の
叙
勲
■

藍綬褒章
本圖　利男

（元国勢調査員）

瑞宝単光章
上田　昭次

（元東京地下鉄
工務事務所渉外課長）

■
褒
章
■

緑綬褒章
海老澤　光義

　 （芸名 春風パウロ）
（社会福祉施設等奉仕者）

瑞宝単光章
坂本　博道

（元日本郵政公社職員）

叙勲・褒章 　平成27年叙勲において、石岡市
から次の方が永年の功績により晴れ
の栄誉に輝きました。
 （順不同・敬称略）
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梅
雨
空
の
肌
寒
い
朝
、
家
の
ま
わ

り
に
は
霧
が
立
ち
込
め
て
い
ま
し

た
。

　

今
朝
は
、
午
前
６
時
過
ぎ
に
家
を

出
て
、
東
京
に
向
か
い
ま
し
た
。
東

京
出
張
で
最
初
に
行
く
の
は
九
段
下

の
靖
国
神
社
で
、
こ
こ
の
駐
車
場
で

石
岡
地
区
遺
族
会
の
皆
さ
ん
を
お
出

迎
え
し
ま
す
。
遺
族
会
の
バ
ス
は
全

部
で
４
台
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
没
者
を

慰
霊
す
る
た
め
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

が
、
次
々
に
降
り
て
き
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

掛
け
る
と
、
元
気
な
声
が
笑
顔
と
共

に
返
っ
て
き
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
顔

見
知
り
の
方
々
で
す
。

「
も
う
70
年
も
経
つ
も
の
で
す
か
ら
、

参
加
者
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
し
ネ
」

　

会
長
の
小
松

修
さ
ん
が
境
内

を
見
渡
し
な
が

ら
そ
う
言
い
ま

し
た
。

　

小
松
さ
ん
自

身
、
２
歳
の
時

に
父
親
が
戦
死

し
、
す
で
に
72

歳
を
超
え
て
い

ま
す
。
大
き
な

鳥
居
を
く
ぐ
り
、

英
霊
と
の
再
会

を
楽
し
み
に
こ

の
地
を
訪
れ
た

遺
族
会
の
皆
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
足
ど
り
で
境
内
を
進
ん
で
い
き

ま
す
。

　

最
愛
の
肉
親
を
戦
争
に
よ
っ
て

失
っ
た
悲
し
み
を
越
え
て
、
激
動
の

時
代
を
懸
命
に
生
き
抜
い
た
方
々
の

心
は
、
平
和
へ
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
を
迎
え
ま
す
。

焼
野
原
と
な
っ
た
戦
後
の
日
本
の
復

興
を
支
え
て
き
た
人
々
は
、
高
齢
化

し
、当
時
の
話
を
直じ

か
に
聞
く
機
会
は
、

徐
々
に
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
出
身
の
戦
没
者
の
多
く
は
、
徴

兵
に
よ
っ
て
戦
場
に
送
ら
れ
た
若
者

で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
等
の
南
方
で
の
戦
死

者
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
戦
没

者
名
簿
」
に
は
没
年
齢
は
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
多
く
が
10
代
後
半
か

ら
30
代
前
半
の
青
年
層
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ふ
る
さ
と
か
ら
遠
く
離
れ
た
南
の

島
か
ら
無
言
で
帰
還
し
た
、
戦
没
者

た
ち
は
「
英
霊
の
凱
旋
」
と
し
て
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。「
凱
旋
」
し
た
彼

ら
を
町
中
で
迎
え
、
住
民
総
出
の
葬

儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
没
者
の
町

葬
・
村
葬
が
終
了
し
た
の
ち
は
「
英

霊
」
の
遺
骨
を
実
家
ま
で
送
る
長
い

葬
列
が
続
く
の
が
常
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

彼
ら
を
祀
る
忠
霊
塔
が
、
市
内
各

地
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
岡
市

役
所
、
国
分
寺
境
内
、
八
郷
地
区
各

地
に
あ
る
忠
霊
塔
は
、
役
場
吏
員
、

学
校
職
員
、
村
有
志
、
在
郷
軍
人
会
、

青
年
団
な
ど
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

戦
後
70
年
。
直
に
そ
の
当
時
を
生

き
た
人
か
ら
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
、

難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

若
者
が
戦
争
に
よ
っ
て
命
を
失
う
悲

惨
さ
、
残
さ
れ
た
家
族
の
哀
し
み
と

苦
労
。
食
べ
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
貧
し
い
時
代
は
、
こ
の
石

岡
市
に
も
確
実
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
合
併
10
周
年
を
迎
え
る
こ

と
を
記
念
し
て
、
中
学
生
と
と
も
に

新
た
な
「
市
民
憲
章
」
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
が
思
う
「
平
和
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

改
め
て
「
平
和
」
と
い
う
も
の
に

つ
い
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
命
の
尊

さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
お
う

と
、
今
年
度
か
ら
平
和
大
使
派
遣
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内

６
校
の
中
学
校
か
ら
平
和
に
関
す
る

意
識
を
高
く
持
つ
生
徒
を
１
名
ず
つ

選
出
し
、
広
島
市
に
派
遣
す
る
も
の

で
、
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
、
８

月
６
日
の
式
典
や「
と
う
ろ
う
流
し
」

に
参
加
し
ま
す
。

　

中
学
生
た
ち
に
は
、
原
爆
の
落
と

さ
れ
た
８
月
６
日
、
実
際
に
そ
の
場

に
立
ち
、
広
島
の
人
々
の
「
平
和
」

へ
の
思
い
を
感
じ
と
る
体
験
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
の
公
務
を
終
え
、
石
岡
へ

と
戻
る
車
中
で
高
齢
に
な
ら
れ
た
遺

族
の
皆
さ
ん
の
手
を
合
わ
せ
ら
れ
る

姿
が
思
い
返
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
市
内
の
子

ど
も
た
ち
の
姿
も
同
時
に
。
車
窓
に

目
を
向
け
る
と
、
近
代
的
な
高
層
ビ

ル
が
並
び
ま
す
。

　

時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
も
、
大
切
な

も
の
は
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
遺
族
会
の
皆
さ
ん
と
平

和
大
使
に
な
っ
た
中
学
生
た
ち
の
間

に
横
た
わ
る
、
70
年
と
い
う
歳
月
。
平

和
と
い
う
大
切
な
も
の
へ
の
思
い
を

新
た
に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

市
長
日
記
⑱

７
月
９
日
（
木
）

平
和
へ
の
思
い

　
　

戦
後
70
年
の
節
目
に

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲遺族会の皆さんと拝殿をのぞむ門の前にて
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健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

　

日
時
・
場
所　

・
８
月
５
日
（
水
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　

    

／
小
幡
地
区
公
民
館

・
６
日
（
木
）
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時

  

石
岡
地
区

  

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

日
時
・
場
所

９
月
16
日
（
水
）・
17
日
（
木
）・
18

日
（
金
）
午
後
０
時
20
分
～
１
時
10

分
受
け
付
け
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

８
月
17
日
（
月
）
か
ら

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

子
宮
が
ん
１
０
０
人
、
乳
が
ん
50
人

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
１
度

の
検
査
と
な
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
で
の
検
診
を
希
望
す
る

人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。《
発
行
期

間
》平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）ま
で
、

有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら
１
か
月
。

  

要
件
該
当
で
負
担
金
が
無
料

▼
健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
が
ん
検
診
は
、
次
の
①
～
③

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
負
担
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
被
保
護
者
②
当
該
年
度
分

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
員

全
員
が
非
課
税
）
③
障
が
い
の
重
度

判
定
者
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

  

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

  （
い
の
ち
の
門
番
）
研
修
会

▼
市
で
は
、

自
殺
対
策
事

業
の
一
環
と

し
て
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
資
格
や
専
門
性
は
必
要

な
く
、
誰
も
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
。

日
時

　８
月
26
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
～
11
時

場
所

　石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

精
神
保
健
福
祉
士

内
容

　講
話「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー（
い

の
ち
の
門
番
）
研
修
」
～
支
え
あ
お

う　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
地
域
で
で

き
る
こ
と
～

申
込
方
法

　８
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
。

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
…

　
「
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
話
を
聴
い
て
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
」
の
こ
と

で
す
。

〇
二
種
混
合
予
防
接
種

対
象
者

　市
内
小
学
６
年
生

※
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
接
種
す
る

こ
と
を
勧
め
ま
す
。

〇
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　（２
期
）

対
象
者　

平
成
28
年
４
月
に
小
学
校

入
学
の
人
※
年
長
児
（
平
成
21
年
４

月
２
日
～
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
接
種
時
期
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
～
28
年
３
月
31
日
（
時
期
を
過
ぎ

る
と
全
額
自
費
に
な
り
ま
す
）

接
種
方
法　

指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

※
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
案
内
を

郵
送
し
ま
し
た
。

〇
日
本
脳
炎
予
防
接
種

▼
平
成
17
年
か
ら
の
積
極
的
推
奨
の

差
し
控
え
に
よ
り
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逸
し
た
人

（
平
成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ
～
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は
、
20
歳
に

な
る
ま
で
４
回
を
定
期
接
種
と
し
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の
温
度
を

測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

▼
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

気
軽
に
ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込
み
度

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
個
人
情
報
の
入
力
は
不
要
で

す
。
自
身
の
心
の
健
康
状
態
が
簡
単

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ほ
か
に
「
家
族

モ
ー
ド
」「
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ
ー
ド
」

も
利
用
で
き
ま
す
。

☜
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

   https://fishbow
lindex.jp/

ishioka/

 

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492

こころといのちの電話相談
毎月第２火曜日
午前９時～正午、
午後１時～４時

（八郷保健センター内）

健康ガイド

Health Guide

教
室
・
講
座

健診項目 受診料個人負担金
子宮がん検診
（20 歳以上）

1,540 円
（70 歳以上無料）

乳
が
ん
検
診

超音波 
（30 ～ 65 歳） 1,020 円

マンモグラフィ
（40 ～ 49 歳） 1,540 円

マンモグラフィ
（50 歳以上）

1,020 円
（70 歳以上無料）

予
防
接
種

QR コード

ＨＰ
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

５
月
24
・
31
日　

石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場

優　

勝　

石
岡
フ
ァ
ザ
ー
ズ

準
優
勝　

園
西
ソ
フ
ト

第
３
位　

Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト

　
　
　
　

ブ
レ
イ
ド

５
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
９
日　

常
陸
野
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

５
月
12
日　

石
岡
市
高
齢
者
大
会

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
２
位　

栄
松
チ
ー
ム

第
３
位　

こ
い
せ
チ
ー
ム

５
月
19
日　

月
例
大
会

優　

勝　

東
光
台
チ
ー
ム

第
２
位　

城
南
チ
ー
ム

第
３
位　

栄
松
チ
ー
ム

５
月
23
日　

三
市
交
流
大
会

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
２
位　

城
南
チ
ー
ム

第
４
回
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
５
日　

石
岡
運
動
公
園

多
目
的
広
場

男
子　

優　

勝　

井
坂
光
男

　
　
　

準
優
勝　

鈴
木　

實

　
　
　

第
３
位　

山
形
東
道

女
子　

優　

勝　

戸
田
育
子

　
　
　

準
優
勝　

屋
中
紘
子

　
　

  
第
３
位　

川
崎
ふ
み
江

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

サ
ッ
カ
ー
大
会

６
月
20
日　

石
岡
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

４
年
生　

優　

勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

５
年
生　

優　

勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

６
年
生    

優　

勝　

石
岡
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

準
優
勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

第
３
位　

八
郷
サ
ッ
カ
ー

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
会
長
杯

Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

６
月
13
日　

石
岡
ふ
れ
あ
い
の
里
ひ

ま
わ
り
の
館

男
子
・
シ
ニ
ア　

優　

勝　

小
松
崎

均
・
準
優
勝　

安
藤
哲
哉
・
第
３
位

渡
会
吉
雄

男
子
・
ゴ
ー
ル
ド　

優　

勝　

小
田

晃
・
準
優
勝　

石
毛
祥
・
第
３
位 

金
子
寛
次

女
子　

優　

勝　

梶
山
利
江
・
準
優

勝　

高
橋
ち
が
子
・
第
３
位　

竹
内

勝
子

第
19
回
石
岡
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
月
７
日　

八
郷
総
合
運
動
公
園

Ａ
ク
ラ
ス　

優　

勝　

小
川
益
子
（
北
ク
ラ
ブ
）・

田
添
幸
江
（
杉
並
ク
ラ
ブ
）

Ｃ
ク
ラ
ス　

優　

勝　

岩
崎
明
代
・
足
立
美
佐
代

（
八
郷
ク
ラ
ブ
）

ト
リ
プ
ル　

優　

勝　

土
師
洋
子
・
飯
塚
ゆ
か
り
・

　
　
　

木
村
圭
以（
八
郷
チ
ェ
リ
ー
）

スポーツ情報
石岡運動公園　　　　　 ☎ 26-7210

八郷総合運動公園　　　 ☎ 43-6884

石岡海洋センター　　　 ☎ 23-5191

柏原野球公園管理事務所　☎ 23-8158

朝日スポーツ交流施設　 ☎ 43-6884

結　

果

ー会員募集　団体紹介 12 ー 
　卓球部
　
　練習は各自で行っていますが、８月に
は第12回石岡オープン卓球大会、11月
には第 13回石岡市長杯争奪卓球大会を
開催します。
　また、石岡運動公園体育館で中学生を
対象に市民卓球教室（土曜日夜）を開催
しています。中学生の参加をお待ちして
います！

■ 問い合わせ
部長　中島 昭一　☎ 22‒3710

卓球は小学生から高
齢者まで楽しめるス
ポーツ。みんなで楽
しみましょう！▶

部長　中島 昭一　☎ 22‒3710

　Ｂ＆Ｇ海洋センターで毎週水曜日に開かれている茨城県合気道連
盟石岡支部の合気道教室（しんえいどう武道館にて金曜日にも開
催）。夜 7時 30 分を過ぎると、学校帰りの子どもたちや仕事終わ
りの大人たちが道着姿でやってきます。畳に上がり一礼をして組み
手の稽古を行う眼差しは、真剣そのもの。
　支部長の大和田さんは「あいさつ」と「感謝の気持ち」の大切さ
を合気道を通して多くの子どもたちに伝えたいと話しました。石岡
支部では 5月 23 日に日本武道館で開催された第 53回全日本合気
道演武大会に出場しました。
【問い合わせ　師範　大和田幸正　☎ 090‒3202‒9645】

【合気道一言メモ】笠間市岩間地区で誕生した合気道は、世界100か国に広まっています。相手と争わず、互いに切
磋琢磨しながら稽古を重ねることで心身を鍛えることを目的にしているため、相手との優劣を競う試合は存在せず、
互いの技量に合わせて交互に技を繰り返す稽古が大きな特徴。

日 々 是 鍛 錬 － 打 ち 込 め る 場 所 が あ る、 打 ち 込 む も の が あ る －

２３　広報いしおか８月１日号  №２３６

▲石岡支部の皆さん。それぞれの技の向
上に励んでいます。



▼
ま
だ
ま
だ
夏
休
み
は
、

　
　
　
　
　

始
ま
っ
た
ば
か
り
…

期
間　

〜
８
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時
ま
で

日
に
ち　

８
月
８
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

17
日
（
月
）

日
に
ち　

８
月
21
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

31
日
（
月
）

パ
ス
テ
ル
和　

ア
ー
ト
教
室

日
時　

８
月
21
日（
金
）・
22
日（
土
）・

　
　
　

23
日
（
日
）・
29
日
（
土
）・

　
　
　

30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

　
　
　

後
５
時
（
内
２
時
間
程
度
）

参
加
費　

５
０
０
円

講
師　

中
根
弘
子
先
生

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

８月のコミュニティ

日
時　

８
月
16
日
（
日
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
か
ら

場
所　

い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
中
心

街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の
手
作

り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。

新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

参
加
者
募
集
中

日
時　

第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り

の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー

毎
月
第
１
水
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
は
ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル
！

心
と
身
体
の
健
康
相
談　

毎
週
水

曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室　

29
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ま
ち
の
保
健
室　

毎
月
第
３
日
曜

日
（
16
日
）　

午
後
１
時
〜
４
時

ち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・
３

土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

今月のサンド市は 15 日 キャンドルナイト

講
師
　

中
根
弘
子
先
生

掘り出しモノがあるかも !?

夏休みプロジェクト

協
働
の
相
談
窓
口
を
設
置

▼
市
民
活
動
に
参
加
し
た
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
、

ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
る

か
分
か
ら
な
い
な
ど
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

備
品
の
貸
し
出
し
事
業

▼
協
働
を
進
め
る
、
市
民
公
益
活
動

団
体
を
支
援
す
る
た
め
、
市
の
備
品

を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象
／
区
・
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
健
康
福
祉
団
体
、
防
犯
・

防
災
活
動
団
体
、
教
育
関
係
団
体
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

※
営
利
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
を

目
的
と
す
る
活
動
や
団
体
は
除
く
。

貸
し
出
し
品
／
刈
り
払
い
機
、
芝
刈

り
機
、
脚
立
、
高
枝
切
り
ハ
サ
ミ
、

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
、
長
テ
ー
ブ
ル
、
パ

イ
プ
イ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
、

発
電
機
、
炊
き
出
し
か
ま
ど
、
台
車
、

誘
導
棒
、
車
い
す
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

ほ
か

使
用
料
／
無
料

貸
出
期
間
／
原
則
３
日
以
内
（
土
・

日
・
祝
日
を
含
む
場
合
は
５
日
以
内
）

使
用
上
の
注
意
／
備
品
の
破
損
が
な

い
よ
う
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
備
品
の

使
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
な
ど
は

各
自
の
責
任
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

地域の元気の
出発点

－協働で取り組む現場から－
備品貸し出し事業のご案内

レポートNo. ３

\ 相談窓口の設置 /

■問い合わせ
まちづくり協働課
☎ 23‒1111（内線 142）

恐
怖
の
お
化
け
屋
敷

戦
後
70
年
…

屋
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
和

な
ご
み

　
　
　
　
　
　

作
品
展

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
体
験
教
室

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

石
岡
２
０
１
５
年

備品貸し出し事業のご案内

広報いしおか８月１日号  №２３６　２４

\ 地域の公園清掃 /

\ 芝刈り機 /
\ 高枝切りハサミ /
\ 刈り払い機 /
などなど

淡い色合いのパステルを使って
描いてみましょう！



自
分
に
合
っ
た
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
で

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　今
回
は
、
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

の
研
究
員
と
し
て
働
く
根
本
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
動
物
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い

と
考
え
て
い
た
根
本
さ
ん
。
学
生
時

代
に
獣
医
学
を
学
ぶ
中
で
畜
産
業
に

興
味
を
持
ち
、
現
在
は
、
良
質
な
和

牛
を
生
産
す
る
た
め
に
、
受
精
卵
移

植
技
術
な
ど
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

―
―
仕
事
の
中
で
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
ど
の
よ
う
な
時
で
す
か
。

根
本
さ
ん

　日
ご
ろ
か
ら
、
農
家
の

方
々
と
お
仕
事
を
す
る
機
会
が
多
い

　
　
　
　根
本 

聡
実
さ
ん

　
　
　
　
　
　（県
畜
産
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）

の
で
、
自
分
の
研
究
が
実
際
に
畜
産

の
現
場
で
生
か
さ
れ
て
い
る
、
役
に

立
っ
て
い
る
と
い
っ
た
話
を
聞
い
た

り
、
相
談
を
受
け
た
り
す
る
時
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。
牛
な
ど
の

大
き
な
動
物
を
相
手
に
す
る
の
で
、

仕
事
は
体
力
勝
負
で
す
が
、
自
分
に

向
い
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
10
年

前
、
職
場
で
働
く
研
究
職
の
女
性
は

私
一
人
で
し
た
が
、
現
在
の
男
女
比

は
半
々
。
昔
は
、
家
畜
を
扱
う
獣
医

と
言
え
ば
男
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
が
、
今
で
は
、
女
性
の
姿
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
上
で
、

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

根
本
さ
ん

　周
り
の
人
た
ち
に
対
し

て
「
思
い
や
り
」
の
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
正
直

な
と
こ
ろ
、
仕
事
も
家
庭
も
中
途
半

端
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
、
今
で

も
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
職
場

の
方
の
声
か
け
や
子
ど
も
の
笑
顔
に

い
つ
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
場

▲「子育てを通じて時間の使い方や人の成長に
対する見方が変わりました」と話す根本さん。

ニック・ディーン・ロイドさん
（アメリカ合衆国出身）
　社会福祉法人聖隷会の職員として働くロイド
さん。しらゆり保育園やわかくさ保育園をはじ
め、介護施設や病院など様々な場所で英語を学
ぶ楽しさを伝えています。
　保育園で英語を教える時に心がけていること
は『分かりやすさ』と『テンポの良さ』。歌や
ダンスなど体を動かすアクティビティを取り入
れて、楽しく英語が学べるよう工夫しています。
日本人の中には外国人と話したい、助けたいと
いう気持ちはあっても、ためらいを感じて行動
に移せない方も多いのではないでしょうか。日

政策企画課
☎ 23-1111

（内線 226）

ISHIOKA
  JOURNAL IS

H
IO

KA JOURN
A

L

「多様な文化を背景とした人々が互いの
文化を尊重しながら共に生きる社会（多
文化共生社会）」を目指して、様々な取
り組みを紹介します。

▲しらゆり保育園の英語教室の様
子。「私の役割は、子ども達に英
語や外国人を身近に感じてもらう
こと」と話すロイドさん。教室は
子ども達の元気な笑い声であふれ
ていました。

２５　広報いしおか８月１日号  №２３６

本人と外国人が積極的にコミュニケーションを
とれる環境になれば、お互いの文化への理解も
さらに深められると思います」

リコちゃん
内閣府「理工チャレンジ（リコチャレ）」

イメージキャラクター

の
理
解
や
家
族
の
協
力
に
対
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
何
も
か
も
抱
え
込
ん

で
し
ま
う
と
、
体
調
を
崩
し
た
り
し

て
、
か
え
っ
て
上
手
く
い
か
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も

必
要
で
す
ね
。
自
分
に
合
っ
た
働
き

方
の
ス
タ
イ
ル
を
手
探
り
で
見
つ
け

て
い
く
こ
と
が
両
立
へ
の
道
な
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
リ
コ
チ
ャ
レ
」
を

　
　
　
　
　知
っ
て
い
ま
す
か
？

　「
リ
コ
チ
ャ
レ
」
と
は
「
理
工

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
略
称
で
す
。
内

閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、
理

工
系
分
野
に
興
味
が
あ
る
女
子
高

生
・
女
子
学
生
の
進
路
選
択
を
応

援
す
る
た
め
、
大
学
・
企
業
な
ど

で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
な
ど 

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.gender.go.jp/

c-challenge/index.htm
l

ＨＰ



時
憶記
の

文化振興課
シリーズ114

☎43-1111
（内線1324）

　

前
号
で
は
、
佐
久
上
ノ
内
遺
跡
の

発
掘
調
査
で
発
見
し
た
溝
が
、
古
墳

に
埋
葬
さ
れ
た
有
力
者
の
住
ま
い
―

「
豪
族
居
館
」
の
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

で
は
、
そ
の
有
力
者
が
埋
葬
さ
れ

た
の
は
、
ど
の
古
墳
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　

佐
久
上
ノ
内
遺
跡
の
あ
る
佐
久
か

ら
柿
岡
地
区
に
か
け
て
は
前
方
後
円

墳
や
前
方
後
方
墳
が
多
く
築
造
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
も
近
い
前
方
後
円

墳
は
佐
自
塚
古
墳
で
、
そ
の
距
離
は

７
０
０
ｍ
程
度
で
す
。

　

佐
自
塚
古
墳
は
、
昭
和
38
年
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
埋
葬
施
設
の
上

か
ら
高
杯
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
土
器
の
形
や
、
出
土
し

た
場
所
を
考
え
る
と
、
埋
葬
時
に
お

供
え
を
し
た
と
き
の
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
、
佐
久
上
ノ
内
遺
跡
の
溝
の

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
８
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
８
月
の
お
は
な
し
会
》

・
22
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
８
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

休館日

  ８月
３日
10日
17日
24日
31日

〈
児
童
書
〉

・
宇
宙
の
謎
大
百
科

　
　
　
　
　
　
　

レ
ッ
カ
社
／
編
著

・
世
界
一
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

輔
老
心
／
著

・
ヒ
ト
ニ
ツ
イ
テ　

 

五
味
太
郎
／
作

・
新
や
さ
し
い
こ
う
さ
く　

１
〜
12

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
井
史
郎
／
作

・
き
い
て
み
よ
う
障
が
い
っ
て
な
に
？  

　

１
〜
５　
　
　

 

石
川
憲
彦
／
監
修

・
さ
が
し
て
み
よ
う
！
ま
ち
の
し
ご

　

と
１
〜
６　
　

 　

  

饗
庭
伸
／
監
修

・
め
ざ
せ
！
世
界
に
は
ば
た
く
若
き

　

職
人
１
〜
４　

こ
ど
も
く
ら
ぶ
／
編

〈
一
般
書
〉

・
日
本
の
名
作
住
宅
の
間
取
り
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　

大
井
隆
弘
／
著

・
子
ど
も
と
お
出
か
け
！
日
帰
り
茨

　

城
・
栃
木
・
群
馬
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

　

ガ
イ
ド　
　

 
  

ジ
ェ
イ
ア
ク
ト
／
著

・
い
ば
ら
き
と
っ
て
お
き
の
パ
ン
屋

　

さ
ん　
　
　

ゆ
た
り
編
集
室
／
編

・
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い　
　

底
か
ら
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
土
器

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。
ま

た
、
上
層
か
ら
は
古
墳
時
代
中
期
の

土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
古
墳
時
代
前
期
に
溝
が
掘

ら
れ
、
中
期
に
は
埋
ま
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
佐

自
塚
古
墳
の
土
器
の
年
代
は
、
溝
の

下
層
土
器
と
上
層
土
器
の
間
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、
佐
自
塚
古
墳
で
埋
葬
が

行
わ
れ
、
お
供
え
を
し
た
と
き
に
佐

久
上
ノ
内
遺
跡
の
溝
は
機
能
し
て
い

て
、
被
葬
者
の
活
動
時
期
は
溝
―
居

館
の
存
続
時
期
と
重
複
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
両
遺
跡
の
距

離
が
わ
ず
か
７
０
０
ｍ
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

佐
自
塚
古
墳
の
被
葬
者
の

居
館
こ
そ
が
佐
久
上
ノ
内

遺
跡
と
特
定
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

古
墳
か
ら
被
葬
者
の
名

前
を
書
い
た
墓
誌
が
出
土

す
る
こ
と
は
、
新
し
い
古

墳
の
ご
く
一
部
を
除
い
て

な
い
た
め
、
そ
の
被
葬
者

が
誰
な
の
か
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
た
の
か
を
知
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。
佐

久
上
ノ
内
遺
跡
は
、
考
古
学
的
所
見

か
ら
、
そ
の
被
葬
者
の
住
ま
い
が
特

定
で
き
る
極
め
て
貴
重
な
事
例
と
言

え
ま
す
。

　

佐
久
上
ノ
内
遺
跡
を
は
じ
め
、
近

年
の
調
査
成
果
の
報
告
会
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

◇
文
化
財
調
査
報
告
会

日
時　

８
月
８
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

場
所　

常
陸
風
土
記
の
丘
研
修
室

　
　
　

先
着
50
人（
当
日
入
園
無
料
）

10㎝0

下
層

上
層

「
居
館
」の
存
続
時
期

佐久上ノ内遺跡 １号溝

佐自塚古墳
主体部上
　出土土器
＝埋葬時供献

被
葬
者
の
活
動
時
期

│
古
墳
時
代
の
豪
族
居
館

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

　

佐
久
上
ノ
内
遺
跡
Ⅱ

➡

➡

　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
七
里
／
著

・
私
の
息
子
は
サ
ル
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
洋
子
／
著

・
ブ
ラ
ッ
ク
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
陸
／
著

・
た
ま
ら
な
く
、
ア
ー
ベ
イ
ン　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
康
夫
／
著

・
君
が
笑
え
ば　

 

小
手
鞠
る
い
／
著

新
着
図
書
の
案
内

広報いしおか８月１日号  №２３６　２６



　

 　
　
　
　

 

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

饒
舌
に
過
ぎ
た
る
後
の
悔
深
く
梅
雨
の

し
と
ど
に
打
た
れ
て
歩
む

　

 　
　

 　
　

 

東
光
台　

内
田
千
代
子

ふ
も
と
よ
り
峰
一
つ
な
る
筑
波
嶺
を
早
苗

田
に
映
す
八
郷
絶
景

　
 　

　

 　
　

 

石　

岡　

外
川
な
を
み

ふ
わ
ふ
わ
と
風
の
ま
に
ま
に
飛
ん
で
ゆ

く
蒲
公
英
の
わ
た
毛
い
ず
く
に
芽
ぐ
む

　

 　
　

 　

 　

貝　

地　

前
島
く
に
子

姑は
は

の
認
知
に　

気
遣
い
な
が
ら

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の　

布
団
干
し

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

梅
雨
の
晴
間
に　

洗
濯
物
が

　

竿
に
躍お

ど

る
は　

子
沢
山

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

田
ん
ぼ
一
面　

鏡
に
な
っ
て　
　
　
　

　

鳥
が
つ
い
ば
む　

雲
の
端　

　

 　
　

 　

 

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

老
い
た
父
母
に
は　

任
せ
て
お
け
ぬ

　

家
族
揃
っ
て　

新
茶
摘
み　

　

 　
　

 　
　

府　

中　

小
川
野　

蛙

屋
根
に
打
つ
音　

リ
ズ
ム
が
変
わ
り

　

夜
明
け
梅
雨
明
け　

夏
が
来
る

　

 　
　

 　

 　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

雨
に
打
た
れ
て　

色
冴
え
冴
え
と

　

背
伸
び
し
て
い
る　

花
菖
蒲

　

 　
　

 　

下　

林　

白
井
冨
喜
江

愛
の
絆
に　

卆
寿
を
迎
え

　

和
む
夫
婦
で　

飲
む
新
茶

　

 　
　

 　

 　

府　

中　

稲
田　

す
み

森
の
奥
に
は　

小
さ
な
滝
が

　

あ
っ
て
若
葉
の　

中
を
行
く

若　

松　

城
下　

稔　

も
つ
れ
て
も
縁
は
大
事
に
更
衣

石　

岡　

前
川　

豊
美

魚
の
目
を
二
つ
抉
り
て
梅
雨
に
入
る

東
光
台　

野
村　

洋
子

親
の
背
を
い
つ
も
見
て
い
る
雀
の
子

東
光
台　

森　

ま
さ
え

虎
の
威
を
借
り
し
心
地
や
サ
ン
グ
ラ
ス

総　

社　

山
口
美
津
子

す
ぐ
に
子
と
解
る
開
け
閉
て
竹
落
葉

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

府　

中　

山
口　

文
子

蒼
く
澄
む
花
貫
ダ
ム
の
水
底
に
か
つ
て

の
村
の
生た

つ
き活

を
偲
ぶ

　

    　

 　
　

  

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

白
百
合
の
一
輪
机
に
す
が
す
が
し
長
病

む
姉
の
手
を
そ
つ
と
撫
づ

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

片　

岡　

馬
場　

小
雪

新
し
き
郵
便
受
や
風
薫
る

　

 　
　

 　
　

  

柿　

岡　

野
村　

京
子

梅
雨
の
雲
時
に
押
上
げ
峰　

し

　
　
　
　

  　

 　

瓦　

谷　

谷
嶋　

楽
昇

廃
校
を
よ
み
が
へ
ら
せ
し
夏
座
敷

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
山　

崎　

西
口
は
ま
子

雑
草
と
あ
ら
ば
詮
無
し
庭
隅
の
白
き
花

咲
く
十
薬
を
抜
く　

 

　
　
　
　
　
　

 

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

朝あ
さ
か
げ

光
の
清
し
き
畑
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
雌
花

に
そ
っ
と
花
粉
を
つ
け
る

　

 　
　

 　
　

 

片　

野　

小
野
瀬
も
と

山
法
師
の
花
白
々
と
夕
闇
を
あ
か
る
く
灯

し
庭
は
暮
れ
行
く

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 
北
根
本　

大
塚　

豊
子 

卯
の
花
や
二
匹
の
蝶
の
た
わ
む
れ
て

　
　
　
　
　

大　

塚　

松
岡　

元
義

色
変
は
る
紫
陽
花
の
術
生
く
る
術

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

植
へ
込
み
し
野
菜
に
優
し
雨
音
の
夜
半

に
響
き
て
胸
な
で
下
ろ
す

　

 　
　

 　
　

 

柴　

内　

飯
嶋　

よ
う

初
夏
日
和
小
鳥
の
さ
え
ず
り
聞
き
な
が

ら
布
団
を
干
し
て
庭
散
歩

●
石
岡
三
曲
協
会

三
曲
合
奏
温
習
会
（
箏
・
三
味
線
・

尺
八
の
合
奏
）

日
時　

８
月
１
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所　

若
松
町
公
民
館

※
会
員
の
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
し
ま

す
。
気
軽
に
お
出
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

川
村　

☎
２
２
・
２
５
９
７

●
石
岡
市
八
郷
硯
友
会

　

第
26
回
石
岡
市
八
郷
硯
友
会
書
展

（
市
内
各
会
派
の
合
同
の
書
道
展
。

学
生
の
作
品
も
約
２
０
０
点
展
示
）

日
時

　８
月
18
日（
火
）〜
23
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
８
月
18
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
23

日
は
午
後
３
時
ま
で
。

場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

助
川　

☎
４
２
・
３
０
３
９

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課

「
文
芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

「
郷
土
愛
で
し
ょ
」
に
皆
同
感
。
ア
カ

デ
ミ
ー
の
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

２７　広報いしおか８月１日号  №２３６

　

再
発
見
・
い
し
お
か

　
　
　
　
　
　
　

お
に
沢　

知
子　

　

梅
雨
さ
中
、
立
ち
読
み
記
憶
も
懐

か
し
い
旧
書
店
で「
表
紙
絵
」を
鑑
賞
。

　

市
の
魅
力
紹
介
の
額
入
り
原
画
は

ひ
と
際
美
し
く
新
鮮
に
見
え
た
。

　

市
報
で
由
緒
を
知
り
立
ち
寄
っ
て

み
た
街
角
の
社
な
ど
、
今
ま
で
通
り

過
ご
し
て
い
た
お
宝
の
発
見
も
あ
る
。

　

富
田
の
北
向
は
馴
じ
み
だ
が
、
八

郷
に
も
北
向
が
…
と
眺
め
て
い
る
と

絵
を
描
か
れ
た
岩
田
先
生
が
「
小
野

越
の
北
向
観
音
堂
」
に
つ
い
て
小
町

伝
説
を
加
え
な
が
ら
取
材
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
「
富
田
の
さ
さ
ら
」
に
比
べ
カ
ラ
フ

ル
な
「
荒
宿
の
さ
さ
ら
」
は
雄
雌
の

恋
の
葛
藤
が
見
も
の
と
か
。
祭
礼
に

舞
い
争
う
さ
さ
ら
を
想
像
す
る
。

　

観
音
堂
へ
の
道
を
地
図
で
探
し
て

い
る
と
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
番
号
旗

で
確
か
め
「
近
く
に
美
味
し
い
そ
ば

屋
さ
ん
が
」
と
『
そ
ば
街
道
』
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
く
だ
さ
っ
た
。
市
内

な
の
に
知
ら
な
い
道
が
殆
ん
ど
だ
。

「
ま
ち
か
ど
」
で
も
特
産
果
物
な
ど
自

然
の
恵
み
を
絵
で
満
喫
。
帰
り
が
け

の
血
圧
測
定
は
無
論
安
定
値
。

　
「
石
岡
っ
て
な
〜
ん
に
も
無
い
」
と

嘆
く
だ
け
の
私
だ
っ
た
が
、
改
め
て

「
豊
か
な
石
岡
」
を
誇
り
に
思
っ
た
。

　

掲
載
継
続
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
？



　　　　　　　　　　    瓦谷
人見知りもなく、いつも笑顔
で元気いっぱいです。たくさ
ん食べて大きくなってね。

谷島 利
り く

空ちゃん（１歳０か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    　
　                            　　　東成井
いつも笑顔の心陽です。休日
はパパと畑の水やりをしてい
ます。心陽は私たちの宝♡大
好きだよ。

佐々木 心
こは る

陽ちゃん（11 か月）

わが家のアイドル

平成27年8月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　７月７日にそとの保育園で行われたカブト虫とクワガタ虫の相撲大
会。切り株の上の土俵で、はっけよい！のこった！どっちが勝つかな？
園児たちは目を輝かせながら声を出して応援していました。

楽しむ
イベント

栄養成分（１人分）

材
料
（
４
人
分
）

そ
ば
（
ゆ
で
）
１
人 

１
５
０ｇ
・

サ
ニ
ー
レ
タ
ス 
８
枚
・
水
菜
、
ワ

カ
メ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
玉
ネ
ギ 

各
20

ｇ
程
度
・
ミ
ニ
ト
マ
ト 
12
個

Ａ
（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）

ニ
ン
ジ
ン
（
す
り
お
ろ
し
） 
大
さ
じ

４
・
パ
セ
リ
（
み
じ
ん
切
り
） 

大
さ

じ
２
・
オ
リ
ー
ブ
油 

大
さ
じ
２
・

梅
干
し
（
つ
ぶ
し
）
大
さ
じ
２

作
り
方

①
そ
ば
は
表
示
通
り
に
ゆ
で
て
冷
水

で
冷
ま
し
、
よ
く
水
気
を
切
る
。

エネルギー 295㎏、塩分 1.9g

サラダそば　～梅肉風味～

オクラやキュウリなど好みの野菜を加え
てアレンジしてください。ツナ缶やゆで
卵などを加えると１品でもバランスのよ
い食事になります。

②
野
菜
類
は
水
洗
い
し
、
よ
く
水

気
を
切
る
。

③
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
は
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
ち
ぎ
る
。
水
菜
・
ワ
カ

メ
は
５
㎝
の
長
さ
に
、
ニ
ン
ジ
ン

は
千
切
り
、
玉
ネ
ギ
は
薄
切
り
に

し
、
合
わ
せ
て
お
く
。
ミ
ニ
ト
マ

ト
は
半
分
に
切
る
。

④
皿
に
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
を
敷
き
、

そ
ば
と
野
菜
を
順
に
盛
り
付
け

る
。
ま
わ
り
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
飾

り
、
合
わ
せ
た
Ａ
を
ま
わ
し
か
け

る
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介
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